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運が大手企業、既存企業に生まれることが唯一無二の答えなのである。これなしには 1000 に 3 つの僥
倖狙いからいつまでたっても抜け出せない。他国では、コーポレット・インベストメントなる考え方で、
大手が自らのために新参者を利用する。この考え方自体は、もろ手を挙げて賛成できる程には上等のも
のではないが、日本の現状に較べれば勝負は明らかである。折角、肝いりで産学官連携を唱えるのであ
れば、弱肉強食的なコーポレット・インベストメントのような野蛮なやり方ではなく、むしろ共存共栄
的コミュニティーを目指すなかで、ベンチャー企業が自立出来る文化を構築すること、このことが、日
本の現在、将来を救う唯一の道のように感じる。難しく聞こえるかもしれないが、平たく言えば、我々
一人ひとりが、江戸、明治の価値観に戻るだけで、その殆どが解決されるはずなのである。
